
（様式－１ 表紙） 

 

 

１ 調査名称：川越市北部中心市街地交通円滑化方策検討調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：川越市 

 

 

 ３ 調査圏域：川越都市圏 

 

 

 ４ 調査期間：平成２１年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市の北部中心市街地に位置する一番街周辺は、重要伝統的建造物群保存地区に指定

され、歴史的な町並みとして本市の観光の拠点となっている。一方でその中心に位置す

る一番街は「都市計画道路中央通り線」として本市の南北を貫く主要幹線道路でもあり、

また生活道路としても非常に重要な役割を担っている。 

近年では観光客の増大により、車・自転車・歩行者、さらには人力車などの交通が限

られた道路空間の中で輻湊し、安全上も、また景観の上からも、都市のイメージダウン

にもなりかねない状況が続いている。 

本調査では、これまで検討してきた交通施策について実際に「交通社会実験」として

実施するとともに、交通量調査やアンケート調査など、施策の評価・検証に必要な調査

を実施し、交通施策の実現性について検討を行なう。 

また、上位計画や過年度の検討、現在の交通状況を把握し、社会実験の結果とも合わ

せて、連携して実施すべき関連施策や、目指すべきまちづくりの方向性を整理した上で、

本市の交通ビジョンともなる交通施策の展開方針をまとめる。 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：川越市北部中心市街地交通円滑化方策検討調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

  第１章 都心のまちづくり交通ビジョン検討  
   １－１ 上位計画における都市像・交通像  
   １－２ 川越市の交通現況   
   １－３ 川越市の交通課題  
   １－４ 川越市の交通施策の方向性  
  第２章 社会実験の実施  
   ２－１ 社会実験の計画・準備   
   ２－２ 社会実験の実施  
   ２－３ 検証・評価のための調査の実施  
  第３章 社会実験の効果分析  
   ３－１ 一番街の交通環境改善  
    ３-１-１ 効果分析・評価の体系  
    ３-１-２ 一番街の交通量  
    ３-１-３ 一番街の歩行行動  
    ３-１-４ 一番街の印象  
    ３-１-５ 新たな課題  
   ３－２ 中心部交通量の抑制と周辺道路への交通負荷影響  
    ３-２-１ 効果分析・評価の体系  
    ３-２-２ 中心部交通量の抑制  
    ３-２-３ 周辺道路への交通負荷影響  
   ３－３ 地域住民の生活への影響有無・内容  
    ３-３-１ 効果分析・評価の体系  
    ３-３-２ 生活道路の自動車交通量  
    ３-３-３ 実験を通じての生活への影響  
   ３－４ 沿道の伝統的建造物群への振動の低減  
    ３-４-１ 効果分析・評価の体系  
    ３-４-２ 振動レベル  
   ３－５ 実験施策の評価  
    ３-５-１ 評価の体系  
    ３-５-２ 交通規制の受容性・評価  
    ３-５-３ 案内看板の有効性・評価  
    ３-５-４ 郊外型駐車場の有効性・評価  
   ３－６ 実験結果の評価と課題  
  第４章 まとめ  
   ４－１ 社会実験結果の分析・評価に基づく川越市の交通施策  
   ４－２ 川越市の中心市街地における戦略施策の展開方針  
   ４－３ 施策の実施に向けたプログラム  
 
  参考資料編 

   実態調査計画  

川越市一番街地区における交通量調査  

委員会等の開催 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等 

 

川越市北部中心市街地交通円滑化方策検討委員会委員名簿 

   （敬称略）

区 分 委 員 職 名 備 考 

周辺自治会       

志多町 小林 貞良 自治会副会長   

宮下町一丁目 金子 金次 自治会長   

宮下町二丁目 波田 静一 自治会長   

喜多町 徳田 彰一 自治会長   

元町一丁目 可児 一男 自治会長   

元町二丁目 森田 洋一 自治会長   

幸町 白石 勲 自治会長   

末広町二丁目 田中 克己 自治会長   

大手町 山崎 耕一郎 自治会長   

仲町 堤 修一 自治会長 副委員長 

連雀町 伊藤 義郎 自治会長   

松江町二丁目 西澤 堅 自治会長   

末広町一丁目 原田 誠一 自治会長   

末広町三丁目 飯島 一次 自治会長   

六軒町二丁目 西澤 徳重 自治会長   

川越市北部中心市街地交通円滑化方策検討委員会 
（委員長：埼玉大学教授 久保田 尚） 

川越市北部中心市街地交通円滑化方策検討委員会幹事会 
（幹事長：川越市総合政策部長 西川 利雄） 

川越市北部中心市街地交通円滑化方策検討委員会 事務局 
（川越市総合政策部都市交通政策課） 



三久保町 矢口 孝次 自治会副会長   

松江町一丁目 星野 明 字町公民館長   

久保町 岡田 迪夫 自治会長   

郭町一丁目 長沢 英機 自治会長   

中原町一丁目 天沼 忠一 自治会長   

新富町一丁目 井原 信義 自治会長   

学識経験者       

埼玉大学 教授 久保田 尚 教授 委員長 

関係機関及び団体       

国土交通省大宮国道事務所 後閑 浩幸 計画課長   

川越県土整備事務所 諏訪 君昭 道路環境部長   

埼玉県警察本部交通規制課 田島 昌明 課長   

川越警察署 結城 弘 交通課長   

川越商工会議所 真仁田 誠 事務局長   

川越一番街商業協同組合 吉崎 正明 理事長   

川越商店街連合会 金子 憲二 会長   

東武バスウエスト㈱ 大久保 雄二 業務課長   

イーグルバス㈱ 谷島 賢 代表取締役社長   

川越市       

総合政策部長 西川 利雄 部長   

福祉部長 吉野 誠一 部長   

市民部長 清水 昇 部長   

産業観光部長 戸来 賢次 部長   

都市計画部長 鹿ノ戸 健次 部長   

建設部長 染谷 実 部長   

    

   (平成 21 年度)

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 

本調査は、川越市のまちづくり施策の一環として検討を重ねてきている北部中心市街地

（『一番街』周辺）における戦略的交通施策（将来の地域交通対応策として、車両通行規

制と併せて実施する誘導施策等のパッケージ化した総合的な交通施策）を定め、その本格

運用に向けた課題や影響を検証する社会実験の実施と、施策の評価検証及び実施に向けた

プログラムの作成を目的とする。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過年度調査

今年度調査

１．都心のまちづくり交通ビジョン検討

1-2 川越市の交通現況

1-3 川越市の交通課題

1-4 川越市の交通施策の方向性

２．社会実験の実施

2-2 社会実験の実施
　・一番街の交通規制と歩行空間の拡幅
　・広域通過交通等の環状道路等への迂回誘導案内
　・一番街への自動車交通抑制のための郊外型駐車場の開放・案内誘導
　・実験関連の広報
　・実験関連の報道記事

2-1 社会実験の計画・準備
　・社会実験の背景とねらい
　・社会実験施策と実験期間
　・実験計画の作成・準備

2-3 検証・評価のための調査の実施
　・必要なデータと調査体系
　・調査結果

1-1 上位計画における都市像･交通像

３．社会実験の効果分析

3-2
中心部交通量
の抑制と周辺
道路への交通
負荷影響

3-1
一番街の交通
環境改善

3-3
地域住民の
生活への影響
有無・内容

3-5
実験施策の
評価

3-4
沿道の伝統的
建造物群への
振動の低減

3-6 実験結果の評価と課題

４．まとめ

4-1 社会実験結果の分析・評価に基づく川越市の施策
4-2 川越市の中心市街地における戦略施策の展開方針
4-3 施策の実施に向けたプログラム



 ３ 調査圏域図 

 

  川越市の中心市街地北部に位置する一番街及びその周辺地域とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連雀町

札の辻

松江町
六軒町

月吉陸橋

仲町

宮元町

神明町

石原町

市役所前

小仙波

川越市駅

本川越駅 16

254

1km1km

：調査対象地域

一番街

川越市北部中心市街地 



 
自動車専用道路　６車線

国道・県道　４車線

国道・県道　２車線

市道

福田

宮元町

神明町

石原町

市役所前

博物館前

松江町

六軒町
月吉陸橋

小仙波 小仙波東

新宿３丁目

連雀町

札の辻

仲町

ドミノ的渋滞の発生

自動車の生活道路への流入

観光客と住民の意識の乖離

都市基盤整備と
歴史文化保全との矛盾

通過交通と域内交通の混在

歩行者の安全確保

（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

第１章 都心のまちづくり交通ビジョン検討 

１ 川越市における交通課題と施策の方向性 
 川越市における交通課題と施策の方向性を、北部中心市街地、中心市街地全体、市域全

体で整理した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策の方向性現在の課題これまでの対応(変化)既存の課題

中　

心　

市　

街　

地

北
部
中
心
市
街
地
（
一
番
街
周
辺
）

中
心
市
街
地
全
体

市　

域　

全　

体

○歴史文化資産保全と
　都市基盤整備の両立

・伝統的建造物群保存地区
　の指定
・都市計画道路の縮小変更

○町並みの保全と交通施策
　の両立
　(蔵づくりの建物の保全)

○振動対策

○交通安全の確保

○ドミノ的渋滞の解消

・Ｔ字やｸﾗﾝｸ道路への対応

・川越街道の渋滞解消

・高澤橋通りの渋滞解消

○観光客と住民意識の
　乖離縮小

（観光客の増大） ○観光客と住民意識の
　乖離縮小

○自動車交通量の抑制

・混雑道路の存在

交通量を抑制
するとともに
地域を活性化
する

○中心市街地への交通の
　抑制

・市役所前道路の改良○道路ネットワークの整備

・県道川越日高線の渋滞解消

○公共交通(バス)の利便性
　の向上

・市役所駐車場の一般開放・駐車場不足による入庫待
　ちやうろつき交通の解消

・駐車需要の抑制・平準化

○中心市街地への交通の
　抑制

・中心市街地内道路の整備

・渋滞交差点での対策

○公共交通(バス)の利便性
　の向上

自動車を中心
市街地の外縁
部に誘導し、
自動車交通量
を減らしなが
ら地区内の交
通円滑化を図
る

○幹線道路ネットワークの
　整備

○幹線道路の混雑緩和

・北環状線の一部供用開始

・幹線道路ネットワークの整備

・幹線道路の混雑緩和

○公共交通空白地区の解消 ・コミュニティバスの運行 ○公共交通(バス)の利便性
　の向上

・交通結節点での案内が不十分

道路整備の推
進とともに公
共交通の利便
性を向上する

・一番街の歩行者の交通安全

○交通安全の確保

・一番街の歩行者の交通安全

○ドミノ的渋滞の解消

・Ｔ字やｸﾗﾝｸ道路への対応

・川越街道の渋滞解消

・高澤橋通りの渋滞解消

・自動車交通量の抑制

○道路混雑の緩和・渋滞の
　解消

○道路混雑の緩和・渋滞の
　解消

２車線
４車線
６車線

※出典 平成17年度道路交通センサス

1ｋｍ０

※出典　平成17年度道路交通センサス

幹線道路の混雑緩和

幹線道路の混雑緩和

中心市街地道路の整備

駐車需要の抑制・平準化

渋滞交差点での対策

公共交通（バス）
の利便性の工場

中心市街地への
自動車の抑制

図 川越市における施策展開 

表 川越市の交通課題と方向性
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パーク＆(サイクル)ライド【社会実験】
※郊外の駐車場で公共交通に乗換えて目的地に行くシステム

中心市街地交通円滑化検討調査

関係自治会による会議

川越市北部中心市街地交通円滑化方策検討委員会の設置・検討

交通規制【社会実験】

・交通量調査

・交通規制案の交通シミュレーション
・実験の方向性に関する住民・歩行者アンケート調査の実施　など

￤

平成１２年度

平成１３年度
￤

平成１６年度

平成１９年度
￤
￤
￤

平成２１年度

平成１２年度 

平成１３年度 

平成１４年度 

平成１６年度 

【社会実験】交通規制  

平成７－８年度  川越市交通円滑化方策検討調査

 パーク＆ライド【社会実験】
パーク＆（サイクル）ライド【社会実験】  
※郊外の駐車場で公共交通や自転車に乗り換えて目的地に行くシステム  

バス利用促進調査

中心市街地交通管理計画平成９年度 

平成１０年度 

第２章 社会実験の実施 

 

１ 社会実験の背景とねらい 
 歴史的な町並みの保全・活用と市街

地整備の両立を図るまちづくりにつ

いては、平成 11 年の都市計画決定に

より、まちづくりや景観への取組の方

向性がまとまり、伝統的な町並み保全

と連携したまちづくりを進めてきた。 

 しかしながら、一番街は中心市街地

の主要な道路でもあり、交通集中によ

る慢性的な道路混雑及び振動が発生

しているため、市街地の安全・円滑な

交通確保を図る交通環境の改善は大

きな課題として残っている。 
 今回の交通社会実験では、想定され

る交通施策を実際に体験し、市民と共

に本市の交通施策について考える機

会とする。また、関連する交通施策に

ついても体系的に整理し、戦略的な交

通政策を検討する。 

まちづくりの取組 景観の取組

交通の取組

川越一番街
(札の辻～仲町)の
都市計画道路幅員

を縮小決定

一番街周辺の
約7.8haを市伝統的
建造物群保存地区

に指定

平成11年４月

図 取組の端緒と取組課題 

図 検討経緯



２ 社会実験のねらいと実験施策 
 実験施策の実施による有効性検証・改善事項の整理や関係者間の理解促進や合意形成な

ど施策の実現性の確認をねらいとして実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１－４ 社会実験のねらい       図２－１－６ 社会実験施策 
 

 ３ 実験概要（パンフレット） 
 

・ 一番街の交通環境改善

・ 中心部交通量の抑制と周辺道路への交通負荷影響

・ 沿道の伝統的建造物群への振動の低減

・ 地域住民の生活への影響有無・内容

・ 実験施策の評価・実施条件(改善課題)把握

◇ 施策の有効性の検証－ フィールドでの検証、改善事項の把握・フィードバック

◇ 施策実現性の確認 － 関係者の理解促進・合意形成

社

会

実

験

の

ね

ら

い

自動車専用道路　６車線

国道・県道　４車線

国道・県道　２車線

市道

福田

市役所前

松江町

六軒町
小仙波東

新宿３丁目

連雀町

札の辻

仲町

石原町

神明町

宮元町

（B）
広域通過交通等の
迂回誘導

（C）
郊外駐車場
（城下駐車場）の開放
：Ｐ＆Ｒ駐車場

月吉陸橋

博物館前

小仙波

（A）
一方通行
（一部時間帯通行止め）



４ 社会実験の実施（一番街の交通規制と歩行空間の拡幅） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

    

 
          

消去した既存の外側線実験用に設置した外側線 消去した既存のｾﾝﾀｰﾗｲﾝ 

白線幅 200mm 

ａ

ｂ

ｄ

ｃ

９ｍ 

図 社会実験時の車線構成  

社会実験中（一方通行時） 社会実験中（車両通行止め時） 

社会実験前（対面交通） 

社会実験時の一番街 

11m 



 

■住民の評価 

56.6

49.3

34.8

31.2 4.4

1.7

1.3

1.0

1.7

1.7

9.1

2.8

3.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩行者天国
１１月１５日（ｎ=297)

一方通行　
１１月８日（ｎ=298）

賛成 条件付き賛成
賛成できないが容認できる 賛成できないが条件付きで許容できる
反対 分からない
無回答

■歩行者の評価 

回答率約32％ 

 

400m 

市役所 

本川越駅川越市駅 

国道 254 号

札の辻 

仲町 

連雀町 

松江町 県道 川越日高線

国道 16 号 

凸 川越城

月吉陸橋 

喜多院 

石原町 

神明町 

氷川神社

時の鐘 

 歩行者空間が広がった

一番街 

バスの影響も

許容範囲 

一番街周辺の交通量の変化

 （減少した交通量） 

休日利用が多 
かった郊外型 
(Ｐ＆Ｒ）駐車場 

 広域に迂回した交通 

町並への寄与 
・ 振動の軽減 
・ 景観の向上 

交通対策の必要性

・ 交差点改良 

・ 交通量削減 

 第３章 社会実験の効果分析

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○交通規制の評価【住民意識調査、歩行者アンケート】 

図 社会実験の影響・効果で分ったこと



第４章 まとめ 

 

１ 社会実験結果の分析・評価に基づく川越市の交通施策 

 
２ 川越市の中心市街地における戦略施策の展開方針 
● 歩行者空間の確保と市街地交通環境の改善 
① 交通規制による歩行者空間の確保 
② 交差点改良等による交通渋滞緩和と安全確保 
（重要交差点：松江町・市役所前・札の辻・連雀町・松江町教会前交差点） 
③ 市内循環線等の整備（関連都市計画道路等の整備） 

 ●中心市街地の交通抑制と迂回交通の整流化 
④ ＪＡ直販所と連携した郊外型駐車場整備（ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞ用駐車場等の整備） 
⑤ 流入抑制施策の検討・実施（案内誘導板、交通規制） 
⑥ 北環状線等の環状道路整備、小仙波東・新宿３丁目交差点等の整備 

 
３ 今後の施策の進め方 

一番街周辺の交通の有り方についての判断には、以下のポイントが重要である。 

①一番街の商業・観光業 
②一番街沿道居住者等の自動車・バスの利便性 
③周辺道路の渋滞 

●一番街の安全安心な通行・周辺道路の渋滞対策を市民と共に考える

川 越 市 の 交 通 の 課 題

安 全 で 人 に や さ し い 道 路 づ く り

Ｐ ＆ Ｒ
の 実 施  

公 共 交 通 の 充 実

都 市 計 画 道
路 の 整 備

交 通 規 制
の 実 施  

環 境 に や さ し く 効 果 的 か つ 総 合 的 な 交 通 対 策 の 推 進  

広 域 的 な 視 点 に 立 っ た 道 路
体 系 の 確 立

    ： ハ ー ド 対 策     ： ソ フ ト 対 策  

中央通りの
区画整備

誘導看板
の設置 

目 
 

標 

短
期
施
策 

中
期
施
策

長
期
施
策

市役所前
松江町 等交差点改良 
札の辻 

バス総合案
内板の設置

舟 運 シ
ス テ ム

道路整備
六軒町～高澤

橋の道路

渋 滞 の 発 生多量の交通の流入 公共交通の利便性の低下町並みの保全 

その他の郊外
駐車場の整備 

ＪＡ販売所の
駐車場整備 

歩 行 者 優 先
空 間 の 確 保

自 転 車 走 行
空 間 の 確 保

交通安全

広域誘導
案内 

北環状線
の供用化 バ ス ネ ッ ト ワ

ー ク の 見 直 し

市内環状線の整備 

目 

標 

達 

成 

に 

向 

け 

た 

交 

通 

施 

策 

の 

推 

進 

公共交通の利便性の向上 



自動車専用道路　６車線

国道・県道　４車線

国道・県道　２車線

市道

★ ＪＡ直販所と連携した
駐車場の誠意
（パーク＆ライド）

福田

宮元町

神明町

石原町

市役所前
博物館前

松江町
六軒町

月吉陸橋
小仙波

小仙波東

新宿３丁目

札の辻

仲町
交通規制の検討

北環状線の供用化

連雀町

土地区画整理事業等に
よる道路の拡幅

バスネットワークの見直しや
自転車走行空間の確保による
アクセスの確保

郊外型駐車場への誘導
（誘導案内板の設置）

主要交差点の改良

川
越

市

本
川
越

川
越

バス総合案内版の設置

川越駅南大塚線の整備

川越駅西口の駅前
広場の整備

福田

宮元町

市役所前

六軒町

月吉陸橋

小仙波

小仙波東

新宿３丁目

札の辻

仲町

松江町

神明町

石原町

博物館前

連雀町

歩行者優先の区間

教会前

川
越

市

本
川
越

川
越

市内循環線の拡幅

図 川越市の中心市街地における施策展開イメージ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 目標達成に向けた

施策の推進 

長期的施策の 
実施イメージ

短期的施策の 
実施イメージ 

自動車専用道路　６車線

国道・県道　４車線

国道・県道　２車線

市道

自動車交通を迂回誘導し、 
自動車から公共交通や 
自転車・徒歩に乗換を 
促進するエリア 

路線バスの活用や
自転車走行区間の整備による
アクセスの確保

通過交通等の広域誘導

パークアンドライド、
パークアンドサイクルライド用
駐車場


